
解

説

，
ワ
ー
ク

ツ

ョ
ッ
プ

小
舞

　

　

　

黙艦

価
則

□

ご

挨

拶

今

回

は

２

０

２

０

年

に

上

演

す

る

予

定

が

新

型

コ

ロ
ナ

ウ

イ

ル

ス
感

染

症

に

よ

る

緊

急

事

態

宣

言

の
発

出

で
、
発

売

前

に
中

止

と

な

っ
て

し

ま

っ
た

新

作

狂

言

ｎ
鮎

」
を

満

を

持

し

て

上

演

致

し

ま

す

。
コ
鮎

』
は

国

立

能

楽

堂

の
委

嘱

の

下

、
作

家

池

澤

夏

樹

先

生

が

同

名

の
短

編

小

説

を

狂

言

台

本

に

書

さ

直

し

、
高

斎

先

生

が

補

綴

・
演

出

さ

れ

て

２

０

１

７

年

に

初

演

し

、
以

来

国

内

は

も

と

ま

，

台

湾

で

も

上

演

さ

れ

た

人

気

の

作

品

。
日

舎

で

自

然

と

共

に

暮

ら

す

男

才

助

を

高

斎

先

生

、
喧

嘩

を

し

て

山

向

こ

う

か

ら

逃

げ

て

さ

た

青

年

小

古

を

拾

基

さ

ん

、
私

は

そ

の

サ

ク

セ

ス

ス

ト

ー

ヅ

ー

を

ユ
ー

モ

ラ

ス

に
作

，

あ

げ

て

ゆ

く

鮎

た

ち

の
ボ

ス
、
大

鮎

を

演

じ

ま

す

。

万

作

先

生

に

は

古

典

狂

言

『
魚

説

法

（
う

お

ゼ

っ
ぼ

う

ど

の
新

発

意

（
し

ん
ば

ち

）
を

お

願

い
致

し

ま

し

た

。
魚

に

ま

つ

わ

る

楽

し

い
演

目

を

是

非

方

楽

し

み

下

さ

い
。

抑
添
一出
〕
惜
時
畝
疱

番

組

弾
杯
口
Ｕ
帖
時
法
Ю

深
官
田

せ

弘

庖
　

　

地
謡

内

藤

　

連

月

吟

晴

夫

古
［
は
イ
「
卿
奎
思

中

村

修

一

飯

田

　

古
家

新
発
意

　

野

村

万

作

　

　

施
主

岡

　

聡

史

後

見

福

田
成

生

池

澤

昆
樹

＝
作

野
村

高

斎

＝
演

出

補

綴

国
立

能

楽

堂

委

嘱

作

品

措界
上
下
四

一舛
一
≡
面
やヽ
ヽ
っ
ｒ″
▼
力
み
〈
蚕

才

助
，Ｉ、Ｔ
士
〇

大

鮎

野

村

萬

斎

野

村

裕

基

コ
添
口Ш
枯
時
弘
疱

抑
添
口∪
職
障
弘
疱

月

蛤

晴

夫

古
口
隠
ツ
布
側
堂
思

内

藤

　

連

中

村

修

一

飯

田

　

一象

山
村

友

予

大

山
容

予

小

鮎

小

鮎

小

鮎

小

鮎

小

鮎

笛小
鼓

後

見

岡
　
聡
史

福

巴
成

生

終

了

予
定

時
刻

　

１６
時

Ю
分

頃

『
鮎

（
あ

ゆ

ぎ

清

流

手

取

川

の

ほ

と

う

に

住

ｊ

才

助

は

今

９

も

川

へ
出

て

鮎

を

釣

少

ま

す

。
ヽ
】
の

才

助

、
不

思

議

な

カ

を

持

っ

て

い

て

、
そ

の

人

の

顔

を

見

る

と

そ

の

者

の

人

柄

や

将

来

を

見

通

せ

る

と

言

い
ま

す

。
そ

こ

へ
ど

こ

か

ら

来

た

の

か

、
泥

ま

み

れ

血

ま

み

れ

の

男

が

や

っ

て

来

ま

す

。
喧

嘩

を

し

て

山

向

こ

う

か

ら

逃

げ

て

き

た

と

言

う

男

を

、
才

助

は

小

屋

に

連

れ

帰

，

、
釣

れ

た

ば

か

り

の

鮎

を

振

る

舞

い
、
ヽ
〕
の

地

で

暮

ら

す

事

を

勧

め

る

。
し

か

し

、
小

吉

と

名

乗

る

こ

の

男

、
町

へ
出

て

一
旗

揚

げ

る

つ

も

少

だ

と

才

助

の

言

葉

を

聞

き

ま

せ

ん

。
小

吉

は

才

助

の

紹

介

で

金

沢

の

大

き

な

宿

屋

に

職

を

得

て

、
宿

屋

の

主

人

へ
と

上

９

詰

妙

ま

す

。
そ

ん

な

噂

を

日

舎

で

間

い

て

い

た

才

助

は

あ

る

頼

み

事

を

胸

に

久

方

が

う

に

小

吉

の

も

と

を

訪

れ

ま

す

。
そ

の

頼

み

事

を

聞

い

た

小

吉

は

…

平

和

市

民

公

園

能

楽

堂

令

和

８
年

５
月

２４

日

（
日
）

‐４
時
開
泊
穴
１３
時
半
開
場
）

野
村

万
作

め

ら

す

じ

ｎ
魚

説

法

今
，
お
ぜ

っ
ぽ

う

ぎ

親

の
追

善

の
為

に
新

し

く

建

立

し

た
堂

の
供

養

を

頼

ｊ
為

、
ヽ
】
の
辺

，

の
者

が
寺

を
訪

れ
ま

す
。
と

こ
ろ

が

あ

い
に
く

住

持

は

留

守

。
お

金

に
目

が

く

ら

ん

だ

新

発

意

（
見

習

い
の
方
坊

さ

ん
）
が
代

わ
り

に
行

く

こ

と

に
な

う

ま

し

た

が
、
実

は

力
経

を

知

，

ま

せ

ん
。

子

供

の

こ
ろ

浜

辺

に
住

ん

で

い
た

の

で
、
」刈

っ
て

い

る
色
小
の
名

工削
を

並

べ
立

て

て
ご

ま

か
そ

９ヽ
と

考

そヽ

る

の

で
す

が

…
野

村

高

斎

深

田

博

治

Ｉ
懲
轡

饂′鎌
鰺雀土

制鮪 野
村

裕
基

堡

一一口
　

　

魚

説

法

体

甜
心

新

作

狂

言
　
一鮎

ご

挨

拶

■
輩
》鷲

ロチケット販売所。お問い合わせ

□大分ま,bヽ らう会事務局 Telt o90-9390-8229
(平 810時から17時 まで、留守番電話へのご伝言でも承 ,ま す。)

E―ma■ :yOkaroukai2000@ezveb.ne.jp
□大分合同新聞社営業部
Tel:097-538-9642(平 89時から17時まで)

□平不0市民公園能楽堂Teli o97-551-5511

ロチケットぴあ (Pコ ード:540821)
□大分合同新聞プレスセンター、トキハ会館プレイガイド

■振込先 郵便振替

00130-6-466806大 分よからう会
日主催 大分まからう会/大分合同新聞社
日協賛 春口神社 /弁護士法人山本法律会計事務所
(株 )タ ツミ電業社

日後援 大分県教育委員会/大分市教育委員会
NPO法人大分県芸振/銀座ハレマルウ

日協力 □立能楽堂

チケット販売開始
令和8年 3月 17日 (火 )10時

■ チケット料 金

■ S席 …… 8′ 000円
■ A席 …… 7′ 000円
■ B席 ・…・ 6′ 000円
■学生席 … 4′ 000円

正面桟敷(す )

平和市民公園能楽堂
〒870-0924大 分県大分市牧緑町1番30号
Teli 097-551-5511

醸
Ｈ

団
爵
野

（
Ａ
）

僑掛う

雰 台

「鮎Jの原作者 池澤夏樹氏 講演会

こんなB寺代だからこそ

世界を旅する作家の言葉を聞きたい

5月 23日 (土 )午後 1時/大分市平和市民公園能楽堂

入場料 l′000円 /主催 :大分学研究会

問い合わせ :oitagaku@gmail com

090-7454-9183(イ 左々 木)

表絵 :村上 健


